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自動車排出窒素

酸化物等による大

気の汚染の防止に

関する施策の実施

状況及び今後の課

題について 

 

１ 施策の実施状況 

本県では、「自動車ＮＯｘ・ＰＭ総量削減計画」及び「あいち新世紀自動

車環境戦略」により自動車環境対策を推進している。 

 具体的な施策としては、 

  ・自動車ＮＯｘ・ＰＭ法に基づく事業者指導 

 ・「県民の生活環境の保全等に関する条例」による低公害車導入義務、ア

イドリング・ストップ義務等 

  ・公用車への低公害車の率先導入 

  ・低公害車への助成 

 ・ディーゼル黒煙街頭検査 

  ・環状道路、バイパスの整備、公共交通機関の整備 

  ・パークアンドライド、自転車レンタル事業等の推進 

  ・環境施設帯の設置 

  ・自動車排出ガス測定局の増設 

などに取り組んでいる。 

 これらについては、毎年度自動車ＮＯｘ・ＰＭ総量削減計画策定協議会や

同幹事会を開催し、進行管理等を行っている。 

２ 今後の課題 

  総量削減計画の目標である環境基準の達成のためには、局地汚染対策が重

要と考えている。 

 

＜参考＞ 

目   標 目標年度 達 成 状 況 

ＮＯ２の環境基準達成 １７年度 達成率９８％（１６年度） 

ＳＰＭの環境基準達成 ２２年度 達成率９９％（１６年度） 

自動車排出ＮＯｘ量 20,978t/年 

（対策地域内）   12,459t/年 

１７年度

２２年度

自動車排出ＮＯｘ量 

19,874t/年（１６年度） 

自動車排出ＳＰＭ量  2,046t/年 

（対策地域内）      725t/年 

１７年度

２２年度

自動車排出ＳＰＭ量 

2,129t/年（１６年度） 

エコカー１００万台普及 

    ３００万台普及 

１７年度

２２年度

約１１６万台普及 

（１６年度末） 

エコ・ステーション ６５基設置 

         ２００基設置 

１７年度

２２年度

３４基設置（１６年度末） 

 

自動車排出ガス測定局２０局以上増設 １７年度 １９局増設（１６年度末） 

ドライバー３００万人に啓発活動実施 １７年度 約４２４万人に実施 

（１７年７月末）  



 


